
市川市の身体障害者
地域リハビリテーション
体制整備事業について

２０１９年１２月２１日（土）

市川市 福祉部

障がい者支援課
理学療法士 山内健司・丸本常民

作業療法士 瀬尾八重子・町田淳一 1



◎地域リハの考えを導入
◎療育を終えた成人身体障がい者の

リハビリテーションの受け皿
◎リハ専門職は「技術的支援」や
「コーディネーター」としての役割

◎対象者の身近で関わる人々を
「地域リハビリテーション」の担い手を
支援する

１）事業経緯と目的

平成２０年１１月 モデル事業開始

平成２２年 ４月 本格的に実施
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当時市川市の発達センターで0～18歳までリハビリを行っていたが、18歳以上のリハビリテーションの場がない状況、親のからの要望あり、整備が必要発達センターの卒業生を対象に開始しました。平成３１年４月よりリハ専門職ＰＴ２名　OT２名の常勤体制となっています



２）事業の対象者

① １８歳以上６５歳未満の障がい者

② 医療行為終了後も継続してリハビリが必要な方
● 在宅・通所施設利用者でリハビリを必要とする方

●１８歳以降に受傷・罹病し病院での治療終結後に

地域生活につなぐ為の通過的なリハビリが必要な方

※原則、医療保険・介護保険・障がい福祉サービスなどの

リハビリ対象の方は、そちらのサービスを優先

リハビリテーションのセーフティーネットの役割
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事業の対象者としては１８歳以上６５歳未満の障がい者をもった方リハビリが必要だが医療保険・介護保険・障害福祉サービス制度でリハビリテーションサービスが利用できない方を対象にしております。リハビリテーションのセーフティーネットの役割を果たしております。



３）事業内容

① 外来・訪問

・千葉県障害児等療育支援事業の受託

・ＰＴ、ＯＴの個別支援

② 施設巡回

・市川市の独自事業

・ＰＴ、ＯＴが市内の障がい福祉施設を巡回
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
市川市のライフステージに応じた障がい者リハビリテーション体制を表した図です。制度別に　教育　福祉　医療ライフステージ別に受けられる制度・リハビリテーションサービスを表しています。医療保険では疾病・障害に応じて医師の指示の基で通院・訪問等でサービスが受けられます。１８歳未満　療育制度が充実しており、支援学校では自立活動として体の取組みを行っており、市川市でも発達支援センターが療育支援事業で外来で個別支援を行っています。しかし、１８歳以降となるとリハビリの支援の量は急に少なくなります。障がい者総合支援法では２年間の期間限定で自立訓練があります。しかも、市川市ではこのサービスを行っている事業所は１か所しかありません。介護保険のリハビリについては。４０歳以上では特定の１６疾病でないとリハビリサービスは受けれません。65歳以上は原則介護保険が優先となります。この間の障がい者のリハビリテーションを支援する事業が、外来訪問と施設巡回の事業となります。



① 【外来】・【訪問】
【外来】市川市身体障がい者福祉センターで実施

【訪問】居宅へ訪問

• 市の嘱託医の指示に基づき、PT・OTが療育支援計画
を作成して、個別支援を実施

• 18歳以降の療育支援の受け皿

月1回 1時間 程度
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② 【施設巡回】

• PT・OTが障がい福祉施設を巡回

• 現状 原則、月1回の巡回訪問

• 日中の活動の場である障がい福祉施設の

リハビリテーション体制の支援を行う

• 施設・支援者との協同による障がい者への身体・

精神機能のマネージメント支援

• 地域のリハビリテーションの担い手を育てる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
介護でいうと一般介護予防事業の地域リハビリテーション活動支援事業にあたります。



【施設巡回】のイメージ
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支援内容

１ 事業所（支援員）に対する相談・助言
•集団体操のプログラム立案
•リハビリの知識・技術の研修・講義
•事業所のバリアフリー環境の相談 etc

２ 利用者個別の相談・助言
•運動プログラム等のリハビリに関する相談
•リハビリの視点でのアセスメント
•日常生活動作の相談
•福祉サービス制度の利用相談

• 車いす・補装具の相談
• 住宅改修の相談 etc 9



【外来】【訪問】
利用登録者 外来 １２名

訪問 １名

【施設巡回】
利用登録者 約７０名 ２６施設

事業所 巡回施設数/市内
生活介護 17

就労継続支援B型 5
多機能型（生活介護・就労Ｂ型) 2

地域活動支援センター 1
入所施設 1

合計 26/65

事業実績
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事業利用者の推移

22
年度

23
年度

24
年度

25
年度

26
年度

27
年度

28
年度

29
年度

30
年度

31
年度

外来
実人数

２４ ２８ ３０ ３１ ３４ ３２ ３０ ２２ １４ 12

巡回
施設数

９ １２ １３ １４ １１ １７ １８ １９ ２２ 26

巡回
実人数

３２ ４４ ４９ ５５ ５５ ６０ ６７ ５６ ５７ 70
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４）事業の方向性

〇障がい者リハビリテーションを取り巻く状況
• 市川市の民間通所・訪問リハ事業所は増加傾向

• 障がい者（身体・知的）の高齢化・早期老化

• 老障介護の問題

〇【施設巡回】に重点（より広く・より深く）

・巡回施設数の増加・訪問頻度増加を検討

〇リハビリネットワークの整備（行政の役割）
・専門職/事業所/関係団体/家族/本人 12

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事業開始より約10年で障がい者リハビリテーションの取り巻く状況は変化しています。市川市においては訪問リハを行う医療機関・事業所が多数開設され、医療での訪問リハを受けること機会は増加しました。また自立訓練を行う通所事業所が開設されました。ここ10年で議論されているのが、障がい者の(身体・知的を含みますが高齢化と早期老化の問題、老障介護の問題です。こちらは後程述べさせていただきます。それを踏まえて、当事業は施設巡回に重点を置いて、巡回施設と訪問頻度を増やすことを検討しております。また、専門職や事業所、関係団体、家族・本人のネットワークを整備していきたいと考えております。



•障がい者の高齢化
•高齢障がい者は増加傾向

•老障問題
•高齢家族が障がい者の介護を行う
•「80-50問題」より早い「70-40問題」

•早期老化
•健常者より10～20歳老化が早いと言
われる

成人障がい者の高齢化の問題
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで先ほど述べた障がい者の高齢化問題です。これは私自身が本事業を担当して、現場で直面している課題であり、調べると全国的に抱えている課題でもあります。ここで課題を提起させていただき、ご意見いただければ幸いです。一つは老障問題です。高齢の家族が障がい者の介護を行う状況です。今社会問題として8050問題として議論されていますが、障がいにおいてはそれより早い7040問題と感じています。二つ目は早期老化です。文献では障がい者の老化スピードが速く、健常者より10歳から20歳老化が速いという報告があります。その原因として、ダウン症などの早老症側彎変形など身体障害の二次的障害が顕在化活動量・代謝の低下食生活・志向の偏り・こだわり　障がい者の30代のメタボ率は健常者の50代と同様という報告があります。それらを気を付けようとか健康に気を付けようということは本人は気づくことができません。その結果生活習慣病や認知症罹患のリスクが高いという報告がありますつまり介護保険サービスが受けられる65歳を待たずに能力低下を起こしてしまうケースが多いとされています。その対応としては、介護予防的なアプローチが必要であると感じており、そこにはリハビリ専門職の介入の必要性があると思います。しかし、介護領域と違い、この分野のエビデンスの蓄積は乏しい状態となっております。当問題について、ご意見やご指導いただければ幸いです。ご清聴ありがとうございました。



障がい者の早期老化
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ダウン症などの早老症
身体障害の二次的障害
が顕在化(側彎・頚髄症等）

身体活動量の低下
代謝の低下
食生活・志向の偏り

ヘルスプロモーション困難

ロコモティブシンドローム
生活習慣病
認知症 の高リスク

介護保険開始の６５歳を待たずに能力低下

介護予防的アプローチ

リハビリ専門職の介入
の必要性

エビデンスの蓄積が
乏しい分野

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで先ほど述べた障がい者の高齢化問題です。これは私自身が本事業を担当して、現場で直面している課題であり、調べると全国的に抱えている課題でもあります。ここで課題を提起させていただき、ご意見いただければ幸いです。一つは老障問題です。高齢の家族が障がい者の介護を行う状況です。今社会問題として8050問題として議論されていますが、障がいにおいてはそれより早い7040問題と感じています。二つ目は早期老化です。文献では障がい者の老化スピードが速く、健常者より10歳から20歳老化が速いという報告があります。その原因として、ダウン症などの早老症側彎変形など身体障害の二次的障害が顕在化活動量・代謝の低下食生活・志向の偏り・こだわり　障がい者の30代のメタボ率は健常者の50代と同様という報告があります。それらを気を付けようとか健康に気を付けようということは本人は気づくことができません。その結果生活習慣病や認知症罹患のリスクが高いという報告がありますつまり介護保険サービスが受けられる65歳を待たずに能力低下を起こしてしまうケースが多いとされています。その対応としては、介護予防的なアプローチが必要であると感じており、そこにはリハビリ専門職の介入の必要性があると思います。しかし、介護領域と違い、この分野のエビデンスの蓄積は乏しい状態となっております。当問題について、ご意見やご指導いただければ幸いです。ご清聴ありがとうございました。
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• 知的障害者の心身機能の加齢に伴う変化と職業能力への影響
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